別添２の別紙１
	事業開始年度
	〇〇年度

	目標年度
	〇〇年度







令和８年度農山漁村振興交付金事業実施提案書
（地域資源活用価値創出推進事業（農泊推進型）及び
地域資源活用価値創出整備事業（農泊推進型））

	作成日
	令和〇年〇月〇日




取組を行う事業の欄に「〇」を記入してください。

１　取組メニュー
	（１）地域資源活用価値創出推進事業
	

	ア　農泊推進事業（農泊地域創出タイプ）
	

	イ　農泊推進事業（農泊地域経営強化タイプ）
	

	ウ　農泊推進事業（インバウンド食関連消費拡大タイプ）
	

	エ　人材活用事業（研修生タイプ）
	

	オ　人材活用事業（専門家タイプ）
	

	カ　農家民宿転換促進費
	

	（２）地域資源活用価値創出整備事業
	

	ア　市町村・中核法人実施型
	

	イ　農家民泊経営者等実施型
	



※推進事業を実施する場合は該当する取組事業に「○」を記入してください。
※整備事業を実施する場合は該当する型に「○」を記入してください。


２　事業実施主体等
２－１　農泊推進事業、人材活用事業
	フリガナ
	　

	事業実施主体名
	　

	組織形態
	　

	事業実施地域の都道府県・市町村
	　

	事業実施地域の範囲（注１）
	

	フリガナ
	　

	代表者役職及び氏名
	　

	事務局名
	

	事務局の所在地
	

	事務局の連絡先TEL
	

	事務局の連絡先E-mail
	　


注１　「旧小学校区」、「旧市町村域」又は「市町村域」から選択して記載してください。これらに該当しない場合は適宜記載してください。
注２　農泊推進事業と人材活用事業で事業実施主体が異なる場合は、「事業実施主体名」、「組織形態」、「代表者役職及び氏名」の行を追加して記載してください。

２－２　農家民宿転換促進費、市町村・中核法人実施型、農家民泊経営者等実施型
	フリガナ
	　

	事業実施主体名
	　

	組織形態
	　

	事業実施地域の都道府県・市町村
	　

	事業実施地域の範囲（注１）
	

	フリガナ
	　

	代表者役職及び氏名
	　

	事業実施主体の所在地及び連絡先TEL
	　


注１　「旧小学校区」、「旧市町村域」又は「市町村域」から選択して記載してください。これらに該当しない場合は適宜記載してください。




２－３　事業実施主体構成員
	事業実施主体構成員
（団体・個人）の名称 [法人形態]
	中核
法人

	
事業実施主体内における役割

	所在地および連絡先TEL
	
	

	
	　
　
	

	
	
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	　
　
	

	
	
	

	
	　
　
	

	
	
	

	
	　
　
	

	
	
	


注１　地域協議会構成員については、宿泊、食事及び体験プログラムを提供する者（提供する予定の者でも可）を含む必要があります。なお、インバウンド食関連消費拡大タイプに応募する場合には、GI登録団体や輸出産地等の地域ならではの「食」をする団体等を地域協議会構成員に含め（含める予定でも可）、食関連コンテンツを提供できる体制が確立されている必要があります。
注２　「事業実施主体内における役割」欄には、「体験プログラム（○○○）を提供」「（GI登録団体等が）「飲食店（○○○）」に食材を供給」「宿泊（定員：○名）」等具体的に記載してください。
注３　「９ 収支見通し」に記載する事業実施主体構成員と整合を図ってください。
注４　事業実施主体が連携体の場合は、地域協議会及びその構成員である農家民泊経営者等を全て記載してください。
注５　作成の際は、必要に応じ複数ページとなるよう行を追加することも可能です（以下同じ。）。

２－４　農泊取組範囲　
	

　・提案する地域の取組範囲について、該当都道府県の詳細な地図上に赤線で囲むなど明確に示してください。
・取組の範囲内に、宿泊（橙色）、食事（緑色）、体験・交流（水色）を担う者の実施場所を網羅し、それぞれ着色の上、整理してください。
・これまでの取組等を通じて明らかになった課題について具体的に記載してください。




３　事業実施主体体制図
	［実施体制図］
・宿泊・食事・体験メニューの提供といった機能をどの事業者が担っているか、又は担うことが見込まれるのか、図等を用いて分かりやすく記載してください。
・事業実施主体が地域協議会（予定含む）の場合、協議会構成員について担い手要件等は課しませんが、農林水産業に携わる者を含むこととします。その際、農林水産業に携わる者が把握出来るよう、体制図において該当する者にアンダーラインを付してください。
・インバウンド食関連消費拡大タイプに応募する場合
には、GI登録団体や輸出産地等の地域ならではの
「食」を提供する団体等を地域協議会構成員に含め
ており（含める予定でも可）食関連コンテンツを提
供できる体制が確立されている必要があります。
その際、当該の者が分かるよう明記してください。
（例）
・プロモーション担当　（株）〇〇
・インバウンド旅行企画販売　（株）〇×
・体験メニュー　○○農園（農業者）
・食材提供　○○GI登録団体（農業者）















[image: ]











［会計事務の審査体制］
	通常の審査体制
	代表者が不在となった時の地位継承者・代表者等が不在となった場合の地位継承者を記載してください。


	
	代表者
	　
　
	　
	代表者
	

	
	運営責任者
	
	
	運営責任者
	

	
	事務局長
	
	
	事務局長
	

	
	経理責任者
	
	
	経理責任者
	



［会計監査及び事務監査の方法］
・会計監査の方法（例：公認会計士に定期的に確認を受ける等）を記載してください。





注１　事業に関係する者の全体像及び会計事務の審査体制が把握できるよう、図表（体制図）を用いて記載してください。
注２　連携する地方公共団体（都道府県、市町村）、研究機関等があれば（予定を含む）、事業実施主体体制図にそれぞれの役割を含めて記入してください。
注３　事業実施主体の代表者、運営責任者（プロジェクトマネージャー）、事務局長及び経理担当者が不在となった場合の地位承継者等を必ず記入してください。また、代表者、運営責任者（プロジェクトマネージャー）、事務局長及び経理担当者の経歴や実績（ただし、観光や地域振興に関係した分野に限定）の分かる資料を添付してください。

[bookmark: _Hlk137111315]下記４～10は合計で20ページ以内としてください。また、提案しない事業項目は削除できます。

４　地域の現状・課題　
	・これまでの取組状況（宿泊者数、訪問者数、イベント、参加した展示会等）について、数値等データを元にして具体的に記載してください。
・これまでの取組等を通じて明らかになった課題について具体的に記載してください。







注１　農泊推進事業（農泊地域経営強化タイプ）及び（インバウンド食関連消費拡大タイプ）を提案する場合は、過去の農泊事業で取り組んだ内容を簡潔に記載した上で、新たな取組を行うこととなった背景や経緯についても記入してください。
注２　農家民泊経営者等実施型を提案する場合は、改修対象施設の旅館業法に基づく簡易宿所の営業許可の取得状況又は取得見込み（取得への課題等）について記入してください。


５　課題に対する対応（事業実施内容）　
	
・実施する取組メニューごとに、取り組もうとしている内容について、取組を行う者、取組の時期、規模、場所、方法等を含めて、具体的に記載してください。

・「４　地域の現状・課題」で挙げられた課題に対し、どのように対応していくのか、目指す将来像を明らかにしつつ、課題のどの部分に対して本事業を活用するのか記載してください。

・実施要領別記４別表１の事項１の事業（農泊推進事業）、事項２の事業（人材活用事業）、事項４の事業（市町村・中核法人実施型）及び事項５の事業（農家民泊経営者等実施型）については、本事業終了後、引き続き地域で生産された農林水産物を用いた食事及び農林漁業体験等の提供を持続的な取組として継続するための工夫等について記載してください。
















【農泊推進事業（農泊地域創出タイプ）】・宿泊部門、飲食部門又は体験プログラム部門の別を問わず、客単価及び客数の向上に向けた具体的な取組を記載してください。また、取組内容ごとの実施予定の数量及び単位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。





【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。


［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


・取組内容ごとに、実施スケジュールを記載してください。
（「スケジュール欄」に取組の実施期間を棒線等で表示してください）。




【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




【農泊推進事業（農泊地域経営強化タイプ）】
・宿泊部門、飲食部門又は体験プログラム部門の別を問わず、客単価及び客数の向上
　に向けた具体的な取組を記載してください。また、取組内容ごとの実施予定の数量及び単
　位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。




【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


・取組内容ごとに、実施スケジュールを記載してください。
（「スケジュール欄」に取組の実施期間を棒線等で表示してください）。









【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




【農泊推進事業（インバウンド食関連消費拡大タイプ）】
・宿泊部門、飲食部門又は体験プログラム部門の別を問わず、インバウンドによる食関連消
費の拡大　に向けた具体的な取組を記載してください。また、取組内容ごとの実施予定の
数量及び単位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。




【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）





［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


・取組内容ごとに、実施スケジュールを記載してください。
（「スケジュール欄」に取組の実施期間を棒線等で表示してください）。




【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）




［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【３年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値数値の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





【人材活用事業（研修生タイプ）】・目標の達成に向けた具体的な取組を記載してください。また、取組内容ごとの実施予定
　の数量及び単位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。





【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）






［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【３年目（令和○年度）】
· インバウンド食関連消費拡大タイプを併用する場合
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。


［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




【人材活用事業（専門家タイプ）】・目標の達成に向けた具体的な取組を記載してください。また、取組内容ごとの実施予定
　の数量及び単位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。





【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	1
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【３年目（令和○年度）】
· インバウンド食関連消費拡大タイプを併用する場合
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




【農家民宿転換促進費、市町村・中核法人実施型、農家民泊経営者等実施型】・改修する施設、改修内容及び農泊推進事業との連携等を具体的に記載してください。
・農家民泊経営者等実施型の場合は、旅館業法に基づく簡易宿所の営業許可を取得するのに最低限必要な改修内容とその他の改修内容とに分けて記載してください。
・取組内容ごとの実施予定の数量及び単位並びに主要な取組について下記の表に記載してください。








【１年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



【２年目（令和○年度）】
（具体的な取組について記載）



［取組内容ごとの実施予定数等］
	番号
	取組内容
	実施予定数
	主要な
取組

	
	
	数量
	単位
	

	１
	　
	　
	　
	　

	２
	　
	　
	　
	　

	３
	　
	　
	　
	　

	４
	　
	　
	　
	　

	５
	　
	　
	　
	　


注１）「取組内容」の欄には、取組の内容を簡潔に記載してください。
注２）「主要な取組」の欄には、取組のうち「６　目標」に位置付けた数値目標の達成を図る上で、特に寄与すると考えられるものについて「○」を記入してください。

［取組内容ごとの実施スケジュール］
	番号
	取組内容（注２）
	スケジュール

	
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	







６　目標
	・数値は、本計画で取り組む事業についてのみ記載してください（過年度に実施した事業の記載は不要です）。
・本事業における宿泊・食事・体験の提供に係る営業に当たっては、それぞれ以下の営業の継続期間において、以下の営業に当たっての基準を遵守してください。
[image: ]
 



















１－１　数値目標及び評価指標（農泊推進事業（農泊地域創出タイプ）、人材活用事業）
	数値目標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	事業実施主体構成員の
売上額（円）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	事業実施主体構成員の
年間延べ宿泊者数
（人泊）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	評価指標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	食事メニュー数
	
	
	
	

	体験プログラム数
	
	
	
	


※数値目標となる売上額は宿泊・食事・体験の単純合計とし、数値は事業実施主体構成員の数値の単純合計を記載してください。
※増加率は現状に対する増加分の値の割合（小数点第二位切り捨て）としてください。
※売上額の現状値が100万円未満又は年間延べ宿泊者数の現状値が100人未満の場合（新規事業として着手するため現状値が測定できない場合も含む）、「現状に対する増加率」の計算は、現状値を100万円又は100人泊として計算してください。
※評価指標は、食事メニュー数及び体験プログラム数を定めてください。なお、事業完了後５年間は、定めた食事メニュー数及び体験プログラムの提供数を下回らないことが営業に当たっての基準となることにご留意ください。（ただし、事業完了後に提供する食事メニュー及び体験プログラムについては必ずしも事業完了時点のものと同一である必要はありません。）

１－２　数値目標及び評価指標設定の考え方
・
・
・


２－１　数値目標及び評価指標（農泊推進事業（農泊地域経営強化タイプ）、人材活用事業）
	数値目標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	事業実施主体構成員
の売上額（円）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	事業実施主体構成員
の年間延べ宿泊者数
（人泊）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	引き上げる観光のコンテンツの料金単価（円）
	
	
	
	

	評価指標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	食事メニュー数
	
	
	
	

	体験プログラム数
	
	
	
	


※数値目標となる売上額は宿泊・食事・体験の単純合計とし、数値は事業実施主体構成員の数値の単純合計を記載してください。
※売上額の数値目標は、交付申請額以上の増額となる売上額としてください。
※増加率は現状に対する増加分の値の割合（小数点第二位切り捨て）としてください。
※売上額の現状値が100万円未満又は年間延べ宿泊者数の現状値が100人未満の場合（新規事業として着手するため現状値が測定できない場合も含む）、「現状に対する増加率」の計算は、現状値を100万円又は100人泊として計算してください。
※評価指標は、食事メニュー数及び体験プログラム数を定めてください。なお、事業完了後５年間　　は、定めた食事メニュー数及び体験プログラムの提供数を下回らないことが営業に当たっての基準となることにご留意ください。（ただし、事業完了後に提供する食事メニュー及び体験プログラムについては必ずしも事業完了時点のものと同一である必要はありません。）

２－２　数値目標及び評価指標設定の考え方
・
・
・


３－１　数値目標及び評価指標（農泊推進事業（インバウンド食関連消費拡大タイプ）、人材活用事業）
	数値目標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	途中年度
（令和10年度）
	目標年度
（令和11年度）

	事業実施主体構成員
の売上額（円）
	
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	
	

	うち、数値目標の算定対象として位置付ける構成員のインバウンド食関連
売上額（円）
	
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	
	

	事業実施主体構成員
の年間延べ宿泊者数
（人泊）
	
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	
	

	評価指標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	途中年度
（令和10年度）
	目標年度
（令和11年度）

	（数値目標達成に向けた評価指標を複数設定）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※数値目標となる売上額は宿泊・食事・体験の単純合計とし、数値は事業実施主体構成員の数値の単純合計を記載してください。
※増加率は現状に対する増加分の値の割合（小数点第二位切り捨て）としてください。
※売上額の現状値が100万円未満又は年間延べ宿泊者数の現状値が100人未満の場合（新規事業として着手するため現状値が測定できない場合も含む）、「現状に対する増加率」の計算は、現状値を100万円又は100人泊として計算してください。
※売上額の数値目標は、数値目標の算定対象として位置付ける構成員のインバウンド食関連売上額が、事業申請時点における直近１年間の売上額の10％増又は300万円増のうち最も高い金額を下回らない数値としてください。なお、事業完了後５年間は、事業申請時点における直近１年間の売上額の10％若しくは300万円増加させた額又は数値目標の50％の額のうち最も高い額を下回らないことが営業に当たっての基準となることにご留意ください。

３－２　数値目標及び評価指標設定の考え方
・
・
・


４―１　数値目標及び評価指標（市町村・中核法人実施型、農家民泊経営者等実施型）
	数値目標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	売上額（円）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	年間延べ宿泊者数
（人泊）
	
	
	
	

	現状に対する増加率（％）
	－
	
	
	

	評価指標
	現状
（令和７年度）
	途中年度
（令和８年度）
	途中年度
（令和９年度）
	目標年度
（令和10年度）

	（地域の売上額（円））
	
	
	
	

	（地域の年間延べ
宿泊者数（人泊））
	
	
	
	

	（営業日数（日））
	
	
	
	

	（数値目標達成に向けた
評価指標を複数設定）
	
	
	
	


※改修施設ごとの数値及びその合計値を記載してください。農泊推進事業を併せて行わない場合は、地域の売上額及び地域の年間延べ宿泊者数の目標を評価指標に設定してください。
※増加率は現状に対する増加分の値の割合（小数点第二位切り捨て）としてください。
※売上額の現状値が100万円未満又は年間延べ宿泊者数の現状値が100人未満の場合（新規事業として着手するため現状値が測定できない場合も含む）、「現状に対する増加率」の計算は、現状値を100万円又は100人泊として計算してください。
※農家民宿転換促進費を含む時は、その改修費用も考慮し改修施設ごとの数値及びその合計値を記載してください。
※宿泊施設の整備を行う場合、評価指標項目は、下表の宿泊施設の類型ごとに示す営業基準日数に準じた営業日数を定めてください。なお、交付対象施設の処分制限期間又は10年間のいずれか長い期間において、自然災害等の特別な事情がある場合を除き、定めた営業日数を下回らないことが営業に当たっての基準となることにご留意ください。

	【宿泊施設の類型】
	【営業基準日数】
	【備考】

	旅館・ホテル
	20日/月 かつ 240日/年
	

	農家民宿
	100日/年
	



３－２　数値目標及び評価指標設定の考え方
・
・
・




注１　１－１、２－１、４－１については、目標年度は事業開始から起算して３年目、３－１については、目標年度は事
　　業開始から起算して４年目とします。
注２　「数値目標及び評価指標設定の考え方」については、客観的な数値（例：県の観光計画、近年の旅行者数の伸び、
インバウンド需要の伸び（ＬＣＣ就航、クルーズ船入港計画等）、観光インフラ整備状況）を基礎として記載してく
ださい。また、目標設定の積算資料（事業実施主体構成員ごとの数値が確認できる資料）及び参考となる資料は別
添として添付してください。
注３　評価指標については飲食店の来店者数、直売所の来場者数、体験プログラム数等、（１）～（３）の数値目標の達成に向けた指標項目を複数設定してください。


７　年度別事業計画とその経費の内訳（※　積算資料を添付して下さい。）
	
１年目（令和８年度）の取組内容と主な経費　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	[bookmark: _Hlk148355226]取組内容
	総事業費
	本交付金
	他の補助金等
	自己資金
	備考

	
	1 =②＋③＋④
	②
	4 
	④
	

	１　農泊推進事業
	　
	　
	　
	　
	

	農泊地域創出タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	農泊地域経営強化タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	インバウンド食関連消費拡大タイプ
	
	
	
	
	

	２　人材活用事業
	　
	　
	　
	　
	

	研修生タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	専門家タイプ
	
	
	
	
	

	３　市町村・中核法人実施型
	
	
	
	
	

	４　農家民泊経営者等実施型
	
	
	
	
	

	
	（うち※１）
	（うち※２）
	
	
	

	合　　計
	　
	　
	　
	　
	

	
２年目（令和９年度）取組内容と主な経費　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	取組内容
	総事業費
	本交付金
	他の補助金等
	自己資金
	備考

	
	①=②＋③＋④
	②
	4 
	④
	

	１　農泊推進事業
	　
	　
	　
	　
	

	農泊地域創出タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	農泊地域経営強化タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	インバウンド食関連消費拡大タイプ
	
	
	
	
	

	２　人材活用事業
	　
	　
	　
	　
	

	研修生タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	専門家タイプ
	
	
	
	
	

	３　市町村・中核法人実施型
	
	
	
	
	

	
	（うち※１）
	（うち※２）
	
	
	

	合　　計
	　
	　
	　
	　
	



	



３年目（令和10年度）取組内容と主な経費　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	取組内容
	総事業費
	本交付金
	他の補助金等
	自己資金
	備考

	
	①=②＋③＋④
	②
	5 
	④
	

	１　農泊推進事業
	　
	　
	　
	　
	

	インバウンド食関連消費拡大タイプ
	
	
	
	
	

	２　人材活用事業
	　
	　
	　
	　
	

	研修生タイプ
	　
	　
	　
	　
	

	専門家タイプ
	
	
	
	
	

	
	（うち※１）
	（うち※２）
	
	
	

	合　　計
	　
	　
	　
	　
	


注１　取組内容は、「５　課題に対する対応（事業実施内容）」と整合を図ってください。
注２　経費積算の根拠（単価、員数、日数等を明記した計算式等）を積算資料に記載してください。
注３　他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体及び事業の名称等を備考欄に記載してください。
　　　自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記載してください。
　　　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記載してください。
注４　交付金の交付決定前に発生する経費は、自己負担となります。
注５　事業の一部を他の民間団体に委託する場合は、該当部分の経費が分かるように記載してください。
注６　謝金及び賃金については、単価とその単価が妥当で適正であることを示す根拠資料（地域協議会の謝金規程、
雇用契約に基づく時間当たり単価等）を添付してください。
注７　農家民泊経営者等実施型において農家民宿転換促進費を活用する場合は、「総事業費」の欄において旅館業法
に基づく簡易宿所の営業許可を取得するのに最低限必要な設備の整備の費用（※１）を、「本交付金」の欄にお
いて農家民宿転換促進費（※２）を括弧内に記載してください。


８　施設整備計画（市町村・中核法人実施型、農家民泊経営者等実施型）
	（１）事業内容及び事業量・具体的な事業内容及び事業量を記載してください。併せて事業費の算出決定根拠資料を添付してください。
・国費が５千万円を超える宿泊施設の整備を計画する場合は、対象施設の客室数等の施設規模が適正であることを具体的な数値をもって明らかにしてください。
・売買契約等所有権が確実に移転することを甲乙承認している書類（任意様式）を添付してください。
また、賃貸借契約又は使用貸借契約により事業を実施する場合にあっては、その契約の写しを添付してください。
・「インバウンド食関連消費拡大タイプ」の実施に不可欠な施設の整備を計画する場合は、対象施設及び不可欠である理由を明記してください。














（２）事業費及び資金計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	施設名
	事業費Ａ
	国費Ｂ
	交付金以外の財源
Ｃ＝Ａ－Ｂ

	
	
（うち注１）
	
（うち注２）
	

	
	
（うち注１）
	
（うち注２）
	

	
	
（うち注１）
	
（うち注２）
	


※改修施設ごとに記載してください。
※農家民泊経営者等実施型において農家民宿転換促進費を活用する場合は、「事業費」の欄において旅館業法に
基づく簡易宿所の営業許可を取得するのに最低限必要な設備の整備の費用（注１）を、「国費」の欄において農
家民宿転換促進費（注２）を括弧内に記載してください。


・Ｃ欄の資金計画・出資、融資、自己資金等の資金計画を明らかにしてください。




（３）収支計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	施設名
	

	年度
	収入ａ
	支出ｂ
	ｃ＝ａ－ｂ
	項目

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	施設名
	

	年度
	収入ａ
	支出ｂ
	ｃ＝ａ－ｂ
	項目

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	施設名
	

	年度
	収入ａ
	支出ｂ
	ｃ＝ａ－ｂ
	項目

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※項目欄には、収入の基礎となるデータ（来客数、販売数、客単価等）及び支出の基礎となるデータ（仕入れ数、雇用者数、仕入れ単価等）を記載してください。
※改修施設ごとに当該施設単独での収支計画を記載してください。
※「９　収支見通し」と整合を図ってください。

（４）償還計画
想定金利：　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	年　度
	期首残高
	借入又は
償還の額
	期末残高
	融資条件

	　
	　
	　
	
	　

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	
	　


※事業実施主体が連携体の場合は、改修施設を所有する農家民泊経営者等毎に償還計画を記載してください。



９　収支見通し
・※　２－３　事業実施主体構成員に記載する構成員のメンバーを記載してください。
※　農泊実施の中心的な役割を担う法人又は当該法人になることが見込まれる団体が
　分かるようにアンダーラインで示してください。
・
・
・
・

・
・




	
	
	
	
	
	２年目
	３年目
	
	
	
	

	
	
	
	現在
	１年目
	
	
	４年目
	（単位：円）

	
	構成員名
	令和
７年度
	令和
８年度
	令和
９年度
	令和
10年度
	令和
11年度
	備考

	宿泊
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	宿泊者数
	
	
	
	
	
	施設整備Ｒ●年完了

	
	
	宿泊単価
	
	
	
	
	
	

	
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	宿泊者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	宿泊単価
	
	
	
	
	
	

	宿泊計
	売上
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	宿泊者数
	0
	0
	0
	0
	0
	

	飲食
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	飲食計
	売上
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	利用者数
	0
	0
	0
	0
	0
	

	体験
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	体験計
	売上
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	利用者数
	0
	0
	0
	0
	0
	

	その他
	　
	売上
	
	
	
	
	
	直売所等の収益を記載

	　
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	
	
	売上
	
	
	
	
	
	

	
	
	利用者数
	
	
	
	
	
	

	
	
	単価
	
	
	
	
	
	

	その他計
	売上
	0
	0
	0
	0
	
	

	
	利用者数
	0
	0
	0
	0
	
	

	売上合計
	0
	0
	0
	0
	
	

	人件費
	
	
	
	
	
	

	・宿泊費分
	
	
	
	
	
	
	例　売上の〇〇％

	・飲食費分
	
	
	
	
	
	
	

	・体験費分
	
	
	
	
	
	
	

	・その他分
	
	
	
	
	
	
	

	販管費等
	
	
	
	
	
	　

	・宿泊費分
	
	
	
	
	
	
	例　売上の〇〇％

	・飲食費分
	
	
	
	
	
	
	

	・体験費分
	
	
	
	
	
	
	

	・その他分
	
	
	
	
	
	
	

	補助金自己負担分
	
	
	
	
	
	

	その他経費
	
	
	
	
	
	

	・賃料
	
	
	
	
	
	

	・火災保険料
	
	
	
	
	
	

	経費
	0
	0
	0
	0
	0
	

	経常利益
	0
	0
	0
	0
	0
	

	利用者数　合計
	
	
	
	
	
	

	売上額　　合計
	
	
	
	
	
	

	料金単価
	
	
	
	
	
	

	※　目標年度までの収支の見通しを整理し、目標年度までに黒字化を達成する計画としてください

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	【体験メニューの具体的内容】

	　実施する体験メニューの詳細な内容、及び実施事業者について記載してください

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	（例）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・　○○体験（実施主体　○○○振興公社）

	　　○○○振興公社及び地元農家の方々にガイド及び受入先として協力していただき、果樹園での収穫、地元農家や地元の方々との交流を楽しんでいただく。



10　創意工夫等
	・事業の効率性や成果を高めるための創意工夫、事業終了後の展開に向けた創意工夫等（継続的な事業の実施体制、資金調達の方法等）について記載してください。

（記載例）事業の効率性を高めるため、取組初年度に〇〇から助言を受けつつ作業マニュアルを作成した上で、取組状況に合わせて内容の充実化を図る。また、事業完了後も〇〇を収益源として、〇〇や〇〇市と協力しながら持続的に取組を行う。










注　事業の効率性や成果を高めるための創意工夫、事業終了後の展開に向けた創意工夫等、その他特記事項について10行以内で記入してください。
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image2.emf
②　実施要領別表１の事項１の

（３）を行う場合

実施要領別紙様式第２号の６の（３）で定め

る数値目標の算定対象として位置付ける構成

員のインバウンド食関連売上額が、事業申請

時点における直近１年間の額の10％若しくは

300万円増加させた額又は数値目標の50％の額

のうち最も高い額を下回らないこと

事業完了後５年間

③　実施要領別表１の事項４の

　事業（市町村・中核法人実施

　型）及び事項５の事業（農家

　民泊経営者等実施型）により

　宿泊施設の整備を行う場合

実施要領別紙様式第２号の６の（４）で宿泊

施設の類型ごとに示す営業基準日数を下回ら

ないこと

交付対象施設の処分制限

期間又は10年間のいずれ

か長い期間



営業に当たっての基準 営業の継続期間

①　実施要領別表１の事項１の

　（１）又は（２）を行う場合



実施要領別紙様式第２号の６の（１）又は

（２）で定める食事メニュー及び体験プログ

ラムの提供数を下回らないこと

事業完了後５年間


image20.emf
②　実施要領別表１の事項１の

（３）を行う場合

実施要領別紙様式第２号の６の（３）で定め

る数値目標の算定対象として位置付ける構成

員のインバウンド食関連売上額が、事業申請

時点における直近１年間の額の10％若しくは

300万円増加させた額又は数値目標の50％の額

のうち最も高い額を下回らないこと

事業完了後５年間

③　実施要領別表１の事項４の

　事業（市町村・中核法人実施

　型）及び事項５の事業（農家

　民泊経営者等実施型）により

　宿泊施設の整備を行う場合

実施要領別紙様式第２号の６の（４）で宿泊

施設の類型ごとに示す営業基準日数を下回ら

ないこと

交付対象施設の処分制限

期間又は10年間のいずれ

か長い期間



営業に当たっての基準 営業の継続期間

①　実施要領別表１の事項１の

　（１）又は（２）を行う場合



実施要領別紙様式第２号の６の（１）又は

（２）で定める食事メニュー及び体験プログ

ラムの提供数を下回らないこと

事業完了後５年間


